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文芸誌を取り巻くもの――九州の出版から見る―― 

 



要約 

 本稿は、九州で文芸誌を創刊し、読者に届けている人たちに対する聞き取りをもとにして、「地方」

から発信することの意義を提示することを目的としている。出版業界自体が低迷するなか、「中央」か

らの圧倒的な発信力に席巻され、全体主義的な方向に向かう社会で、「地方」から発信している人たち

はどのような状況にあるのか。また、「中央」から虐げられてきた「地方」としての生活を、文学で伝

えてきた系譜がある九州において、その伝統は受け継がれているのか。 

 「中央」と「地方」の関係に留意しながら、「空間的側面」「発信する媒体」「発信する主体」の3

つの観点から、「地方」から発信することの意義を検討する。 

 はじめに、九州で、文学が為してきたことを述べ、先行研究を参考に「中央」と「地方」の関係性に

ついて考察した。続いて、本稿における分析の方法論と分析の焦点においては、前述した3つの観点の

詳細について言及した。調査の概要と対象を説明した後、分析に入った。分析においては、各地域のデ

ータで俯瞰するだけでは、その実態をつかむことは困難であると判断し、数値などのデータに加え、聞

き取り結果や各事例にも着目した。最後に、「中央」と「地方」の関係、媒体の変化、均質化の存在や、

「地方」出版が別の価値を創造していることの可能性を示した。そして本稿の一般性の欠如などについ

ても付言して本稿の結びにかえた。 
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